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解析力学(電情)(16T以降) 衣川　智弥

analytical mechanics 　

2 後期 水曜･３時限 電気電子情報工学科2年生

工W1-115教室 講義

該当

(1)授業の達成目標 【授業で得られる「学位授与の方針」要素】 ⇔ 【授業の達成目標】
２５Tカリ, ２３Tカリ

【22T～】共通教育による幅広い教養と，工学の専門分野におけ 力学系の自由度と同じ数の一般座標を適切に選ぶことで束縛条
る基礎学力が身についている。 件が表面に現れない、機械的にラグランジアンを構成でき、ラ

グランジュの運動方程式を作ることが出来るようになる。また、
一般座標と一般化された運動量によりハミルトニアンを作るこ
とができるようになる。

⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

その他

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 「力学」の元は「ニュートン力学」であるから、「ニュートン力学」のしっかりした理解が必要である。
したがって、本講義では、1年次に学んだ「力学」の知識を前提に進める。授業の始めに、復習の時間を
とるが、各自での復習もしっかりと行ってほしい。毎時間、講義内容に即した簡単な練習問題を出しま
す。質問や周りと相談しながら問題の内容を理解しそれを解くことで理解を深めてもらいます。

(5)授業計画 第１回　ニュートン力学の復習（運動法則、力学的エネルギーの保存則、相対運動、質点系の運動、運
動量と角運動量およびそれらの保存則など）
第２回　仮想変位の原理
第３回　ダランベールの原理
第４回　一般座標および一般速度、ラグランジ関数、ラグランジュの運動方程式
第５回　ラグランジュの運動方程式（直交座標系）
第６回　ラグランジュの運動方程式（回転系，極座標系）
第７回　中間試験，連成振動系を例としてラグランジュ方程式の解法
第８回　連成振動系（重心・相対座標）
第９回　変分法
第１０回　束縛条件の付いた変分法
第１１回　ハミルトンの原理
第１２回　電磁場中荷電粒子のラグランジ関数
第１３回　一般運動量、、ハミルトン関数、ハミルトンの正準方程式１
第１４回　正準方程式２
第１５回　様々な力学系でのラグランジュの運動方程式からハミルトンの正準方程式、授業アンケート
に回答

(6)成績評価の方
法

期末試験の点数を評価基本とし，レポートなどを含めて成績を評価する。

(7)成績評価の基
準

ラグランジュの運動方程式，ハミルトンの正準方程式などの理解をレポートや、期末試験で評価（100点
）。

(8)事前事後学習
の内容

シラバスに従い，教科書を読んで予習し，授業で取り上げた例題や練習問題について復習する。

(9)履修上の注意 毎回の授業で取り上げた例題や練習問題を自分の手を動かして解いてみることが大切です。

(10)質問,相談へ
の対応

授業中、授業後及び長野工学キャンパス履修案内に掲示しているオフィスアワーに質問を受け付けます。

(11)その他

【教科書】 指定しない

【参考書】 「理工基礎　解析力学」　田辺行人、品田正樹共著　（裳華房）2400円
「基幹講座　物理学　解析力学」　畑　浩之　著　（東京図書）3300円


